
 

学区名 日時・場所 対象者 

鶴田小学校 １０月１１日（火）午後７時 
鶴田小学校体育館 

鶴田小学校 
学区の住民 

菖蒲川小学校 １０月１２日（水）午後７時 
菖蒲川小学校体育館 

菖蒲川小学校 
学区の住民 

梅沢小学校 １０月１３日（木）午後７時 
梅沢小学校体育館 

梅沢小学校 
学区の住民 

胡桃舘小学校 １０月１７日（月）午後７時 
胡桃舘小学校体育館 

胡桃舘小学校 
学区の住民 

水元中央小学校 １０月１８日（火）午後７時 
水元中央小学校体育館 

水元中央小学校  
学区の住民 

富士見小学校 １０月１９日（水）午後７時 
富士見小学校体育館 

富士見小学校 
学区の住民 

２ ０ １ ６ 年 ９ 月 ３ ０ 日  ４ ２ ３ 号 

１０月３１日（月）は 
町 ・ 県 民 税 ３ 期 分 、 国 民 健 康 
保 険 税 ４ 期 分 の 納 期 限 で す 。 

統
合
小
学
校
建
設
予
定
地 

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す 

 

《
総
務
課
・
教
育
委
員
会
》 

 

町
で
は
、
鶴
田
町
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
現
在
六
校
あ
る
小
学

校
を
一
校
に
統
合
し
、
統
合
小
学
校

の
建
設
予
定
地
を
現
在
の
鶴
田
小
学

校
敷
地
内
と
す
る
方
針
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
次
の
日
程
で
学
区
ご

と
に
統
合
小
学
校
建
設
予
定
地
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班 

（
内
線
２
１
３
） 



防
災
行
政
無
線
の

運
用
変
更
に
つ
い
て 

 

《
総
務
課
》 

 

町
で
は
、
毎
日
午
後
六
時
に
防
災
行

政
無
線
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
放
送
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
十
月
一
日
か
ら
三
月

末
日
ま
で
放
送
時
間
を
一
時
間
早
め

て
午
後
五
時
と
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
次

の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。 

●
変
更
後
の
運
用 

▽
春
夏
期
間
（
四
月
～
九
月
） 

午
後
六
時
放
送 

「
夕
焼
け
小
焼
け
」 

▽
秋
冬
期
間
（
十
月
～
三
月
） 

午
後
五
時
放
送 

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」 

●
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

人
事
行
政
班 

（
内
線
２
７
１
） 

 

旧
鶴
田
中
央
保
育
所

の
建
物
を
お
譲
り
し

ま
す 

《
総
務
課
》 

 

本
年
三
月
末
を
も
っ
て
閉
所
と
な

っ
た
旧
鶴
田
中
央
保
育
所
の
建
物
を

有
償
で
お
譲
り
い
た
し
ま
す
。 

お
譲
り
す
る
の
は
建
物
の
み
で
土

地
は
含
み
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
さ
れ
る

方
が
建
物
を
撤
去
し
て
運
搬
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
期
限 

十
月
十
四
日
（
金
） 

午
後
五
時
ま
で 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

財
務
班 

（
内
線
２
７
５
・
２
７
６
） 

  
衣
類
な
ど 

の
回
収
に
つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

ご
家
庭
の
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
洋
服
な

ど
、
ご
み
に
出
す
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
る
衣
類
は
、
衣
類
回
収
で
資
源
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

で
き
る
だ
け
衣
類
・
服
飾
雑
貨
と
布

類
は
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
と
め
て

中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋
に
入

れ
て
、
口
を
し
ば
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 た

だ
し
、
濡
れ
て
い
た
り
、
着
用
不

能
な
汚
れ
や
傷
み
が
あ
る
も
の
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
回
収
で
き
な
い
品
目
に
下
着

類
・
作
業
服
・
雨
具
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
回
収
場
所 

（
有
）
西
北
五
ク
リ
ー
ン
社 

鶴
田
営
業
所
内 

衣
類
回
収
箱 

●
回
収
日
時 

毎
日
午
前
八
時
～
午
後
四
時 

（
十
二
月
三
十
一
日
～
一
月
三
日
を

除
く
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

町
民
生
活
課 

く
ら
し
の
窓
口
班 

（
内
線
１
５
１
） 

 

西
北
五
広
域
福
祉
事
務

組
合
職
員(

福
祉
職) 

募
集
に
つ
い
て 

 

《
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
》 

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。 

●
試
験
職
種 

福
祉
職
（
一
名
程
度
） 

●
職
務
内
容 

①
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
「
森
田
学

園
」
に
お
い
て
、
障
害
児
入
所
支
援

等
の
業
務 

②
「
多
機
能
型
事
業
所
み
ら
い
」
に
お

い
て
、
児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
業
務 

③
「
相
談
支
援
事
業
所
も
り
た
」
に
お

い
て
、
障
害
児
相
談
支
援
、
一
般
相

談
支
援
、
特
定
相
談
支
援
等
の
業
務 

●
受
験
資
格 

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
社
会
福
祉
士
資
格
、

児
童
指
導
員
任
用
資
格
、
保
育
士
お

よ
び
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の

い
ず
れ
か
を
有
す
る
方
（
平
成
二
十

九
年
三
月
末
日
ま
で
に
資
格
を
取

得
す
る
見
込
み
の
方
を
含
む
） 

●
試
験
日
、
会
場 

十
二
月
十
八
日
（
日
） 

西
北
五
地
域
療
育
等
支
援
セ
ン 

タ
ー
（
森
田
学
園
隣
） 

●
試
験
内
容 

論
文
試
験
、
面
接
試
験 

●
受
付
期
間 

十
月
七
日
（
金
） 

～
十
一
月
二
十
五
日
（
金
） 

 

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
） 

 

午
前
八
時
十
五
分
～
午
後
五
時 

※
郵
送
の
場
合
は
十
一
月
二
十
五
日

（
金
）
必
着 

●
問
い
合
わ
せ
先 

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合 

森
田
学
園 

庶
務
係 

☎
２
６
―
３
１
０
０
（
内
線
１
１
） 

 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
講
習
会
を

実
施
し
ま
す 

 

《
西
北
労
働
基
準
協
会
》 

左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。 

●
講
習
対
象 

つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
以
上
五
ト

ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
業
務 

●
開
催
日
時 

十
月
二
十
五
日
（
火
） 

～
二
十
七
日
（
木
）〔
三
日
間
〕 

 

午
前
九
時
～
午
後
五
時
十
五
分 

●
開
催
場
所 

▽
学
科 

 

西
北
労
働
基
準
協
会 

二
階 

大
ホ
ー
ル 

（
五
所
川
原
市
唐
笠
柳

藤
巻
四
九
五
―
三
） 

▽
実
技 

齋
勝
建
設
（
株
）
構
内 

（
五
所
川

原
市
太
刀
打
早
蕨
九
八
―
四
） 

●
受
講
資
格 

満
十
八
歳
以
上
の
者 

●
受
講
一
部
免
除
者 

ク
レ
ー
ン
等
運
転
士
免
許
を
受
け

た
者
、
ま
た
は
床
上
操
作
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
、
玉
掛
け
技
能
講

習
を
修
了
し
た
者 

●
受
講
料 

▽
免
除
な
し
の
者
…
二
九
、
七
二
五
円 

▽
受
講
一
部
免
除
者 

▽
免
除
な
し
の
者
…
二
六
、
四
八
五
円 

※
消
費
税
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代
含
む
。 

●
締
め
切
り 

十
月
十
八
日
（
火
）
か
定
員
四
十
人

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 



●
問
い
合
わ
せ
先 

（
一
社
）
西
北
労
働
基
準
協
会 

☎
３
５
―
６
３
３
６ 

 

平
成
二
十
八
年
度
津
軽

地
域
障
害
者
就
職

面
接
会
の
ご
案
内 

 

《
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
》 

 

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。 

障
害
者
雇
用
を
お
考
え
の
企
業
や

仕
事
を
お
探
し
の
障
害
者
手
帳
を
お 

                  

持
ち
の
方
の
参
加
を
募
集
し
て
い 

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
々 

は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ 

さ
い
。 

●
日
時 

十
月
十
九
日
（
水
） 

午
後
一
時
～
三
時
三
十
分 

●
場
所 

ホ
テ
ル
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前 

（
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
中
央
口
か
ら
徒
歩 

一
分
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所 

専
門
援
助
部
門 

☎
３
４
―
３
１
７
１ 

離職介護人材再就職準備資金のご案内 もう一度 介護の職場で働いてみませんか！ 
 

介護職へ復帰する方へ準備金（最大 20 万円）をお貸しします！ 

貸付決定日から 1 年以内に県内で介護業務に再就職し、2 年間働いた場合、返還が全額免除されます。 
 

○貸付対象者 

・青森県内に住民登録している方 

・介護施設で介護職員として 1 年以上働いていた方（※一部対象外施設があります） 

・直近の離職日から３ヶ月以上経過している方 

・介護福祉士の資格を持っている方または介護職員初任者研修等を修了している方 
 

○貸付金の使いみちの例 

・子どもを預けるための費用     ・研修会受講料や参考図書の購入費 

・介護ウエアや訪問介護業務等に使用するバック等の購入費  

・通勤用自転車やバイク等の購入費  ・引越代  など 
 

長い間、介護の仕事から離れていたので自信がない、復帰にお金がかかると思っている方、ぜひ離職介護

人材再就職準備資金をご活用ください。 
 

【問い合わせ先】 社会福祉法人 青森県社会福祉協議会 生活支援課 ☎ 017-723-1469 

【問い合わせ先】 詳しくは県社協ホームページをご覧ください。 http://aosyakyo.or.jp/ 

従業員の健康は会社の活力！ ～時代は今「健康経営」～ 
「健康経営」で、働く人も家族も安心です 

 
「健康経営」とは、会社が従業員の健康を重要な経営資源と捉え、健康増進に積極的に取り組む経営スタ

イルです。人手不足の時代、現在働いている従業員の一人ひとりの健康がますます重要となっています。 

その第一歩となるのが、定期健診やがん検診を受診することです。まずは健康状態を知り、疾病の早期発

見・早期治療を行うことで、働く人も、家族も安心して日々を過ごすことができます。 

 

 

 

 

 

 

青森県西北地域県民局では、県民の健康づくりのため「健康経営」の普及を進めています。 

【問い合わせ先】 西北地域県民局 地域連携部 地域支援室 ☎ 34-2175 

青森県最低賃金改正のお知らせ 
 

青森県最低賃金が改正されます。金額等は次のとおり

です。 
 

時間額 ７１６円（平成 28 年 10 月 20 日から） 
 

改正前の青森県最低賃金（695 円）から 21 円の引き

上げとなります。 

青森県最低賃金は、青森県内で働く全ての労働者と、

労働者を一人でも使用している使用者に適用されます。 

製造業と小売業の一部には、特定（産業別）最低賃金

が定められています。 

青森労働局長の許可なく青森県最低賃金額以上の賃金

を支払わなかった場合は、最低賃金法違反となり、罰則

規定（罰金額 50 万円以下）が適用されることがありま

す。詳しくは、青森労働局ホームページ（http://aomori- 

roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）からもご覧になれま

す。 
 
【問い合わせ先】青森労働局 労働基準部 賃金室 

☎ 017-734-4114 

※「健康経営」は、 

NPO 法人健康経営研 

究会の登録商標です。 

 
これなら 

安心して復帰 

できそう！ 



              

健康保険課 健康長寿班 

連絡先（内線 131～135）  

 

【 傾聴サロン のご案内】～あなたは誰かに話を聴いてほしいと思うことはありませんか～ 

悩みがあるとき、気持ちが沈んでいるとき、誰かに話をしたくなるときはありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話を聴きます。 

お話した内容の秘密は厳守します。安心しておいでください。 

・日 時：10 月 3 日（月） 、１7 日（月） 午後１時～３時  

・場 所：鶴遊館 栄養指導室 

 

【健康運動教室】  秋です。からだを動かしましょう。 

・日にち：10 月 3 日(月)、7 日(金)、11 日(火)、13 日(木)、17 日(月)、 

・日にち：10 月 20 日(木)、24 日(月)、27 日(木)、 31 日(月) 

・場所と時間： 鶴遊館 午前 10 時～11 時 

＊お茶、お水、タオルなどをお持ちください。 

 

【乳幼児を持つママのための調理教室】 

若いママ同士で、楽しく調理教室を行います。 

「料理のレパートリーを広げたい」「どんな料理を家族は喜ぶのか･･･」というお母さん方はもちろん、 

お父さん方の参加も大歓迎です。みなさん誘い合って、ぜひ参加してみませんか？ 

・日  時：１０月１９日（水） 午前９時 30 分～12 時 30 分 

・場  所：鶴遊館 栄養指導室 

・持 ち 物：三角巾、エプロン、手ふきタオル、おんぶひも 

・参 加 費：200 円（当日集めます） 

・申込締切：１０月１７日（月） 健康長寿班 保健師・栄養士までご連絡ください。 

・申込締切：先着 20 名までです。 

＊保育室あります。利用を希望される方は、お子さんのお名前と年齢をお知らせください。 

 

【巡回肺がん・結核検診があります】 

 総合健診で肺がん検診を受けなかった方、病院や職場で受診する機会のない方はぜひ受診しましょう。 

 ・対 象：40 歳以上の町民 (年齢は、平成 2９年３月 31 日時点です) 

 ・日 時：10 月 11 日(火)・12 日(水)・13 日(木)・14 日(金) 

☆対象者には、保健協力員をとおして９月中旬に「胸部検診(肺がん・結核)受診票」をお配りしています。 

★夏の総合健診で「肺がん・結核検診」を受けた方は、今回受ける必要はありません。 

 12 月 4 日(日)・5 日(月)に総合健診を受ける予定の方は、当日、肺がん・結核検診は 

行いませんので、今回の巡回肺がん・結核検診をご利用ください。 

 

【健診結果説明会、絶賛開催中です！】 

★８、９月の総合健診で特定健診を受けた 30 歳～64 歳までの方の健診結果について、予約日に説明し

てお渡ししています。予約を変更したい方は事前にご連絡ください。また 65 歳～74 歳の方も一旦郵送し

ますが、電話で予約を受け付けますので、ぜひご利用ください。 

平成２８年 町の保健だより 


